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(土)

午
後
・
一
時
～
４
時
（
予
定
）

朝
日
医
療
技
術
専
門
学
校

岡
山
市
伊
福
町
３
‐
1
0
ｌ
1
4
酋
０
８
６
‐
２
１
４
・
５
２
１
４

　
岡
山
県
は
世
界
に
信
頼
さ

れ
る
地
域
を
目
指
し
、
都
道

府
県
で
は
唯
一
の
国
際
貢
献

条
例
を
二
〇
〇
四
年
四
月
に

施
行
し
て
い
る
。

　
石
井
知
事
を
除
く
発
起
人

は
次
の
通
り
。

　
青
山
勲
県
国
際
団
体
協
議

会
理
事
長
、
大
倉
敬
彦
山
陽

放
送
社
長
、
岡
崎
彬
県
国

交
流
協
会
理
事
長
・
県
商

会
議
所
連
合
会
長
、
加
計

也
子
吉
備
国
際
大
総
長
、
・

々
木
勝
美
山
陽
新
聞
柿

長
、
末
長
範
彦
県
経
営
者

協社佐美工際

に
高
ま
る
は
ず
だ
。

　
技
術
を
持
つ
企
業
、
知
識

を
備
え
る
大
学
、
貢
原
活
動

に
意
欲
を
燃
や
す
筑
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
、
資
金
面

な
ど
で
支
援
す
る
行
政
な
ど

の
各
団
体
が
支
援
活
動
を
す

る
際
、
単
独
で
は
足
り
な
い

部
分
が
あ
っ
て
も
、
協
議
会

会
長
、
須
賀
勝
弼
岡
山
放
送

社
長
、
苛
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理

事
長
、
砂
田
治
男
テ
レ
ビ
せ

と
う
ち
社
長
、
中
昌
博
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
長
、
永

島
旭
県
国
際
経
済
交
流
協
会

員
、
西
本
和
馬
県
商
工
会
連

合
会
長
、
松
尾
雅
卿
岡
山
日

日
新
聞
社
長
、
的
野
秀
利
公

設
国
際
貢
猷
大
学
校
校
営
苛

理
者
、
村
上
進
通
県
農
協
中

央
会
長
、
吉
川
昌
宏
岡
山
経

済
同
友
会
代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　
（
名
合
弘
治
）

を
介
し
て
連
携
相
手
を
探

し
、
不
足
部
分
を
補
い
合
う

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
岡
山
市
に
本
部

を
置
く
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
災
害
な

ど
の
緊
急
援
助
だ
け
で
な

く
、
現
地
に
根
づ
い
た
復
興

支
援
を
行
う
た
め
の
農
業
支

援
を
行
う
意
向
だ
が
、
そ
れ

を
農
協
と
の
連
携
に
よ
っ
て

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ラ
オ
ス
で
果
樹
栽
培
を
支

援
す
る
「
ア
ジ
ア
農
村
協
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
」
　
（
事

務
局
・
岡
山
市
）
は
昨
年
末
、

県
の
事
業
を
活
用
し
て
土
壌

改
良
・
肥
料
の
専
門
家
派
遣

を
受
け
た
こ
と
で
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
き
、
土
づ
く
り

を
村
民
に
指
導
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
力
を
合
わ
せ
れ

ば
活
動
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
事
例
だ
ろ
う
。

　
活
動
資
金
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
（
国
際
協
力
機
構
）
な
ど
か

ら
確
保
す
る
想
定
だ
が
、
資

金
集
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

す
る
こ
と
も
同
協
議
会
の
役

割
に
な
る
。
地
球
規
模
で
行

動
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
団

体
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
名
合
弘
治
）

－ － - 一

ｙ

記

午
後
日
時
～
８
時
4
5
分
（
予
定
）

朝
日
ｘ
草
‐
笥
専
門
学
校

岡
山
市
桑
田
町
２
１
2
1
　
唇
０
８
６
－
２
２
３
－
４
１
１
１
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岡
山
発
国
際
貢
献
推
進
協
議
会
の
1
0
月
設
立
に
向
け
事

業
計
画
な
ど
を
話
し
合
う
発
起
人
会

参加呼びかけ開始会

５
総
月
立

1
0
設

　岡山県の産学官連携組織「岡山

発国際貢献推進協議会」（仮称）

の設立発起入会が10日、岡山市内

であり、10月５日の設立総会に向

けてＮＧＯ（非政府組織）、企業、

大学、行政などに幅広く参加を呼

びかけていくことを決めた。

　
国
際
貢
献
活
動
を
進
め
る

座
学
官
連
携
組
織
の
地
方
版

先
進
例
と
し
て
、
世
界
に
支

援
の
輪
を
広
げ
る
基
盤
が
整

う
こ
と
に
な
る
。

　
発
起
人
代
表
の
石
井
正
弘

知
事
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

経
済
団
体
、
国
際
関
係
団
体
、

報
道
各
社
な
ど
の
ト
ッ
プ
ら

計
十
七
人
が
出
席
。
石
井
知

事
は
あ
い
さ
つ
で
［
各
団
体

の
協
働
の
取
り
組
み
を
強
化

　㎜つ

し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
事
業
展

開
を
図
る
こ
と
が
重
要
」
と

述
べ
た
。

　
　
「
県
内
の
多
様
な
主
体
が

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
国

際
貢
献
活
動
に
対
す
る
理
解

の
促
進
や
活
動
の
す
そ
野
を

広
げ
号
と
す
る
設
立
趣
意

書
に
合
意
、
会
員
募
集
を
始

め
る
こ
と
に
し
た
。

　
協
議
会
は
、
石
井
知
事
が

会
長
、
発
起
人
は
理
事
♀

五
人
）
、
監
事
（
二
人
）
に

就
任
す
る
予
定
。
会
員
は
法

人
・
団
体
、
年
会
費
は
三

一
万
円
と
し
、
会
員
間
の
マ

ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
農
業
支
援
、
人
材
育

成
、
災
害
救
援
な
ど
の
活
動

剔
出
を
図
る
本
年
度
の
事
業

計
画
家
な
ど
を
総
会
に
諮
る

こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

連
携
で
レ
ベ
ル
向
上

　
　
　
　
　
　
十
丹
に
設

（
㈲
非
）
　

立
さ
れ
る
岡

出
発
国
際
貢
献
推
進
協
議
会

は
、
個
別
に
活
動
し
て
い
る

団
体
に
連
携
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
最
大
の
存
在
意
義

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
「
岡

山
の
国
際
貢
献
力
」
は
確
実
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